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銀 地 火薬 の帯 電 に関す る研 究 (妨1報)

租 竹 万 太 郎 ･佐 藤一 斑●

I. 緒 ℡

無煙火薬の創造工噺 こ於いて火.'Xi並びに溶剤に有髄

現象のあることは古くから知られており又荷電した静

穏気の放確に依る火花が無煙火薬に潜火す るかどう

か.細々姶威されて来た｡昭和17年火兵学会誌に香藤

隆二氏の発喪した ｢火非頬の布凪 こ関する研究｣1)が

ある｡我々はこの発我を誠礎にして次ぎのような実験

を行った｡以下その統率を発--#する｡

2.朔交替共

布租体の有する静屯エネルギーは1/JQV2=I/ZCVZで

教わされる｡但しQ=柿qi払 C-静鑑容蕊,V-電

圧である｡従ってそのエネルギーの加定には亀圧及び

静穏容丑 (又は辞屯点)を糾定する必要がある｡測定

に使用した租圧政は東萩都磁気研死所の考案になる都

租折壁静穏々圧計で油定位糊は 0 -750V及び0-I50V

の二庇目盛となっている｡その静fB容長は何れも10-

15P.F.である｡又測定系の静砥容且は三田無線穀の

1mpeadanceIjridgeで測定した｡

3. 帯電丘を支配する田子

如何なる作井条件の時に滞稚魚が増加し又は減少す

るかと云うことは群屯予防上のみでなく辞寵の披柄を

知る上にも起非必賓である｡次ぎにその実験の結果を

示す｡

3.I. 火詐灯の電気妊坑と帯電丘

一般に摩掛静磁気の発生は101Jf}以上の比抵抗を必

要とすると首ほれているZ)｡ 鯛 火薬の怒気抵抗はそ

の組成に依り多少の変化はあるが大体これに近い伍或

いは 1011Sl以上の場合もある｡火薬の確気抵抗により

当然符屯丑も変化することが考えられる｡我々は美東

の輿遼工笹と比較する意味で次ぎの様な方法で実験を

行った｡

3･I･l･ 火事額面へJR鈎盤布J)

無煙火薬は柾矧こよっては般終別品にグラファイ ト

由布を行うようになっている｡グラファイ トを塗布す

ればftZ気抵抗は当然低下する｡図 1のような実験装匿

を使用してグラフTイ ト払布を行った火薬と行はない

火薬に放いて弼者の肺成虫(稚圧)を測定比較したO

火薬はホッノヤー及び紬と摩擦群促して落下しポッパ
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た受塀に落ち簡EF_を雅生する｡確旺 qt.と大地間には藩

当なコンデンサー(D)を押入することに依って耕叱々

圧を静花々圧.311の測定菰陶に嗣肺することが出来る｡

突放の結果は衣)に示す通りで何れもグラファイ ト漁

布を行った火薬に就いては全納 fZi現象を認めない｡

甜価丑.クーt,ン/gは租圧波びに静電容最より帯織

丑を計辞し更に使用窮虫当りに換井した｡

3J.2. 火茶の含有押弗分と帯旬丘■)

同一薬療,同一｡ットの火薬を乾燥又は水中没前等

の方法で打充分 (水分)の異なる数種の火薬を作り同

罪丑,同容丘で図 1の装配る使用して実験を行った｡

英験結果は図2の如くなる｡使用火薬はグラフTイ ト

鞄布を行う駒のものである｡突放結果の示す如く揮発

分の多い従って両党抵抗の/トなる火薬は符屯鹿も少な

い｡
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3.2.2.樋の長さと帯電立

回 Jの爽放浪艦に於いて紐の長さを射 ヒした場合火

非接触両税は当払変化する｡細の長さと群稚魚の関係

を示すと図4の如くなる｡この共験に於いて樋に於け

る火薬の落下状藤は図5に示した様に筒の起さと接触

回数は比例しない｡
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3.2.3.
火茄の牡鹿と帯屯丑

同成虫で比敬した場合粒度の小さい火薬鍵盤両横は

TAb le3.
granulationofpo wderandcharge

大きくなる｡
同一成 分の火薬を粉砕節分し粒度の泉な

る火薬-k作り例1の洪附で火敦を行った耕卿土淡3の

通り｡
粒度が小さくなると抑屯塊が増加する｡
3･2･1･衝撃圧
力と帯同BtT)

実改装粒は図6の如くホyJlL及びブリキ板の薬受

けよりなりホッ′.'-から落下した火薬はブリキ碇と衝

突して(鋳乗回敢咽)大地 上に拓下する｡
プiI

キ板は静電 帥々 こ接成し大地との問に容虫を作る｡ブリ

キ板に発生した砥圧を測定すれば火薬抑fu舟を知り得

る｡｢‥;.!･,｡L:I iiiiiZLj:,.Fig.ふ.ApparattlSformeauremento
Eelectrostaticcharge by8hock



3･2･5･ 接触袋帯の租中り

火燕と接触する金属讃揃の状他つまり取掛 こ依って

群杷銃が如何に変化するかな炎験した｡

装配は図6の蓑田を使用し金属板の我BJ'の取なる場

合は日の大きいサンドペーパーで解き癖な場合は日の

小さいサンドJ{-Jl'-で磨いた｡来魚の結果は変4に

示す｡衷両の密なる方が帯碓爪が大きい｡これは密な

方が接触面額が大きい為と判断する｡
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以上の央験岩鼻を掠合的に仰 して接触面横が増大

すれば神fE畳は増加 し接触両称 こ比例する｡

3.3.横地物資とfB電放

火罪新の櫛寵に於いてその他柄が金属に於けると同

様接触両物質の閥の接蝕砥位並q)作用商政の差にある

ならば当然抜放する材質に依って僻市政が異なるもの

と思われる｡然かし静怒気の妙合は物質の怒気抵抗に

より淑映確淀が異なり群母丑が作用函数の酢 になら

ないことも予想される｡図 Iの装腔を使用して山の材

質のみな変空し他の条件は-&'にして典故を行った｡

爽奴結果を表5に示す｡淑櫨成餌は5回の平均であり

馳 銅,アルミ,苅免R:就いては薬種に依り帯屯の朋

序が入替っているが統計的にはこの4着の問r:=有意差

はない｡尚比等の材料は一定の日の大きさのサンドべ

-I(-で接触表面を研磨してあることは勿飴である｡

抽薬は成分的虹は火薬粒と殆んど同じであり接触fZl位

益の伍も零に近いこ とが考えられる｡P.E.Braind,

K.C.L8ngi11e及びAnna.M.Arn)8trOJlgも Can.

hble5.

CorLduitmaterialandelectrostaticcharge

Vol.22.Np.4.1～1 (297)Tech9)に火

非と同一成分のものを容常の内面に軌布することに依

って抑硯を防止し得るとたしてある｡上位の突放は綿薬をアセントに梓解して樋に逸布

したものである｡I. 帯電丑の飽和既に述べた

如 く符屯丑は捷蝕両帝に比例する｡然かしこれ旺単位

衆面積当りの神髄丘が比較的少ない場合のことであって

fB荷の衣而療皮が大になれば当然故紙現嶺が考えら

れる｡何んとなればガウスの定理に依り符屯最Qを含

む全閉空間の確気力束托4汀Qであり実に破面の電 気力線

輪皮即 佃Q/良(S=衷両横)は叱位仇皮 (dV/dl(V

=屯正,1=鹿渡)に辱しくその絶線状趣は屯位傾度

dV/dlに支配される｡空気の地陳鼓壌強度は一点に

3,∝沿V/mm と云ほれている｡ 従って塩狩の表

面密度を大にすれば火花放屯でなくても(EP碕苑でも)当然放屯現象が予想され接触面現と描

俺虫が比例しなくなるものと思ほれる｡l･

]･ 同一火裳の捜近し操作と帯同Et央験装置は

図 1の装取を使用し,ホッパ一及び価を流れて帯電した火

薬のfLi圧を測定し繁にその火薬について同振作を

繰返して確圧を油定する｡繰返しの回故と毎回の内定

鑑正との関係は図8に示す｡この飽和状怨は符屯丑が

増加した為政偲丑も比例して大きくなり放懸故と毎回の抑fE兜が平衡に達した為と恩ほれる｡

V
o
lta
g

e(V) メ/-＼一･J＼一一}へ/

110lIIEraL41Bl̀ n Jel1LC

NoofrepeatPo
wder:forcorbirIWt.oEpowder:)00

gCapacity375gFJg.a RelatiorLbetwe
ene.S.Chargeandrepeatingtreatment.

I.2 E]転装置に放ける帯電丘同一火薬に

就き接触面朝を増加させる為 ドラムに火薬を入れ回転

しドラム内兜と火薬とを府旅させる｡回転時m及び回

転速度の増加は当然火薬の摩擦面頓を増加させる｡炎

験に使用した回転未定は図9に示す通りで ドラムの材

質は拓銀で火薬は ドラムより荘横軸定用効 掛こ落下声望JLる｡

･Rt験紡巣を衷6に示す｡グラフ化解析七年つまでもなく回転時間及び速庇で符fB丘は増
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加しているとはいい稚い｡1･3 海亀斐匿に裁ける帯電丑回転装定に於ける帯屯と

同じ目的で振改装匠の帯電畳を測定した｡柴田紘 l

L広J)拭薬頓にゴム栓をし水平に頼巾 6cm で振殺

した｡振立役冠圧測定用受串に火薬を移し偲圧を測定

する｡成故は表Tに示す通りで振也時間及び般遼速度

に関係なく帯懸虫は変化 しない｡これは前項回転 ドラムに放けると同様発生稚気丑

と放電々気虫が平衡に適した為と思はれる｡

恥ble7.EIctrosta

ticvoltagebyyibratornote capacitySap.Fweightof

powder30g以上の英数結果の示す如く実際の必造工程に於いて ほ荷砥丑は平衡状怨に逮して

いる場合が相当多いのではないかと怨ほれる｡この平

衡状腺に適した飽和肝電丑を知る卦こ肘 柊位時間当り

の発生稚気丑と放電々気丑を知りその裳を計芽推定する

必要がある｡火薬の放電に関する英数については別に投稿予定である｡5･ 溶剤の蒸発によ

る帯電現象無煙火薬の輿近工場に於てほ溶剤を取扱う機会が非常に多い｡水蒸気その他の気体について滞fti現象のあ

ることは一般に認められているがZl)それは紫壁 (パ

イプ,ノズル)との接触摩擦によるもので溶剤の蒸発

による存租現食があるや否やについては柾々飴放されて来たが未だ正砕な鵬 を知らない｡

火薬の乾燥工程に於ける帯同の有無は可燃世辞剤蒸気の発生を伴うエ雀である

だけに危鱒予防止重要なことである｡耽々は次ぎの様な方法

で如鞠を行った｡実験装殿を図JOに示す｡Fjg.10. Apparatusforelect
rostatjcchrgeby evapratiortof solventfr

omgreerlpowder.

即箔検鴨辞鞍上に溶剤で充分曳和した火薬を粘り一

定田鹿の熱風を送り醇剤を蒸発させる｡溶剤の種類はI)Alcohol2)Ether 3)AlcohoJ･

Ether(I,2)4)AcetoJ)5)Eth

ylAcetateの5範頼蒸発温度比350Cか

ら 75oCまで 50C開胸で変化させ各温度に於ける群旬現象を拭致した｡啓剤の蒸発完丁は虜

気中に溶剤茶先兵のなくなるまでとした｡典故の結果何れの落札 何れの粒度に於いても佑検穏潜は
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ltiswellknownthat,inmanufacturing
smokelesspowder,theproblemofelect･
rostaticchargeisamatterofgreatcon･
cernforwardingoffdanger.Westudied
ontheelectrostaticchargeofsmokeless
pwder. Fromourexpnmentswedraw
thefollowingconclusion.I)Theamount
ofelectrostaticchargedependsonthe
electricresistanceofthepowder.The
amountofchargeonthepowderoflow
resistanceislowandthatofhigh ishigh.
2)Theamountofthechargeonthe

powderisproportionaltocontactarea
ofthepowder. 3)Theamountofthe
chargeonthepowderdependsonthe

charactaristics (Surface conditiolland
component)ofthematerialwhichcomes
incontactwiththepowder.
Butwhenthesurfaceconcentrationof

electrostatie charge is increased, the
amountofchargeissaturatedandbecomes
constant.Wesupposethereasonwhythis
saturatedchargeoccursisthatthelea･
kageofchargefrom thepowderand
generatillgChargeisbalanced.Andalso
ourexperimentsshowsthatevaporation
Ofsolventfrompowderdoesnotgenerate
the electrostatic charge. (Sakanoichi
plant.AsahiChemicalIndustryCo..Ltd.)

雷 管 威 力 試 験 法 の 検 討

(第2報 :測定値に彫野を及ぼす田子)

井田一夫,磯谷 隆,山本麟一郎,工藤隆洩●

J.# f

前転に於て,現在提示されている雷管の威力筑敦法

26位穀を沼介し,その中代米的と思われる粕 法.即

ち直接法として鉛板鞄 釘武放.砂読取,球就敦,

鉛噂試験,同棲法として吸湿梢1掛こよる-ス瓶 ハ

イ ド賂 合計7部類について,それの袋現する起爆

作用,方向性掛こついて放肘した｡その鹿央,従来曾

管の威力就験法は猛威 (研蜘効果)を洲定するものと

考えられていたが,破片劾A.熱効果を衣わしている

昭836年8月25日受理El
●El幸化毘EX折尾作菜所 和田瓜若色巾大字EkJH

Yol.22,No.4 1Iの

就教法もあり,珊守成カの方向性をも加味して考える

と,銅板辞教と釘武験の両者を採用し,軍に吸湿梢燥

-ス試験或はハイド試故の何れかを併用することが望

ましい串を述べた｡

然しJFら.St験u:･に於てほ洞定輔皮も盃要な発作で

あり,再現性が恋くてはすぐれた試験法とは云えな

い｡又妖艶波川のことも,乗用上は無税ul来ない例題

である｡従って本報に於ては上紀7種類の代衣的就執

政について測近位に好轡 を及ぼす田子,測定値の杓

皮,試験経常等について検討する｡

II.測定伍に影等を及ほす日子

(2ケア)




